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会社概要

構台 仮設橋梁

山留 土木
CIM

建築
BIM

重仮設専門工事会社
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Hi-BIM概念①

BIM活用業務効率化、省力化
（社内・社外）

Hi-BIM ®
Hirose Building Information Management
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Hi-BIM概念②

BIMを活用した３つのHi価値を元請会社へ提供

1. Hiスピード

現行の２Dと同等以上のスピード感

2. Hiクオリティー

図面⇒BIM⇒Hi-BIM

システムを組み従来より高品質設計

3. Hiレスポンス

素早い修正変更が可能

社外で使用できる業務効率化システムの構築/リリース(柔軟性)
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Hi-BIM実績/目標

実績・目標

FY2023

FY23年度対応件数

164件

FY2024

FY24想定

300件

FY2026

BIM
デファクトスタンダード

全案件

※部分的にモデル化含む

作業量は2DよりHi-BIMプロセスの方が少ない環境構築

※3000件想定
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Hi-BIM概要③

取組

システム
開発

1 APS、Revitアドインの開発

24年4月社内リリース
・山留モデリングシステム Hi-YMS
・3D施工計画システム Hi-CPS
仮設橋梁、加工BIM等は現在開
発中

2 効果目標

大幅なモデル作成時間の削減
ファミリ動作・属性項目の見直し

社内
サポート

1 ヒロセBIMポータルサイト

BIMナレッジや教育資料格納
案件問い合わせ窓口開設

2 その他サポート

細かい作業・操作の相談等が可能

人材開発

1

24年度より各本支店で対応
できる環境整備

全店にBIM推進責任者・
エキスパート配置

2 Revit講習実施

前年度全国で約70名に対して
講習実施（設計者、オペレータ）

各本支店へ水平展開
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Hi-BIMシリーズ
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成果・生産性向上への貢献度

Hi-YMS 効果結果

２D
120分

Revit
264分

Hi-YMS
105分

BIM対応
384分

約13％削減       
120分⇒105分

約73％削減
384分⇒105分

過去 現在

2Dの作図より

Hi-YMSが早い！
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課題と対策

課題 対策

Hi-BIM定着
①キーマン⇒全社員へ

②開発や保守の内製化

③社内⇒社外（顧客）

Hi-BIM定着
①FY26計画BIMスタンダードを
   より認識してもらうため
   BIM営業で実績増
②開発体制の構築
人材の確保・教育

③外部の方も使えるシステムリリース
12月建設DX展『東京』
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今後への期待

BIMを活用したスピード、品質、柔軟性を活かし

お客様にとって価値のある専門工事会社へ

計画 施工引合い 加工

Hi-YMS
山留モデル生成

Hi-CPS
重機計画

工程表生成加工モデル生成

元請会社

山留簡易作成S

山留簡易作成S 材料・計測器管理

ヒロセプラットフォーム

図面、BIMモデル
数量表、見積書、
ドキュメント類

Hiスピード
Hiクオリティ
Hiレスポンス

※将来像
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